
 

 

                                                                        

（令和６年９月１８日発表） 

                   

観山中学校特別支援学級生徒がプラモデルづくりに挑戦 

◆ アピールポイント 

観山中学校特別支援学級生徒が、地元企業の青島文化教材社の 

方を招き、静岡市の地場産業であるプラモデルについて学ぶとと

もに、雛人形をモチーフとしたプラモデルを製作し、静岡市の伝

統工芸についても学びます。 

◆ 日時・期間 令和６年９月２５日（水）９：４０～１１：３０ 

◆ 場    所 
観山中学校 北校舎１階 特別支援学級教室 

（葵区観山８番地の２） 

◆ 内 容 な ど 

〔日程〕 

 ９：４０～１０：３０【講話】 

・青島文化教材社について 

・プラモデルの歴史 

・プラモデルのできるまで 

・各部署で働く人の声 

・会社の歴史やこれまでの歩み 

・静岡市の伝統工芸とコラボした新しいプラモデル 

について 

１０：４０～１１：３０【プラモデル組み立て体験】 

      ・雛人形をモチーフとした「おひなさまプラモデル」

を１人１個製作します。 

◆ 対象・人数 
観山中学校特別支援学級生徒 

１年４人、２年５人、３年８人、計１７人 

◆ そ の 他 

・ご取材いただける場合は、前日までに下記へご連絡ください。 

・今後は青島文化教材社の指導のもと、廃プラを使って「夢のロ

ボット」を作り、掛川市で行われる「掛川ひかりのオブジェ展」

に出品する予定です。 

別紙資料  無  有 

ぜひ取材をよろしくお願いします 
【問合せ】観山中学校（葵区観山） 

担当者 澤 ・ 篠田 
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